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奏
鯑
・

怖

世
蝉

藐
ヴ

　

ー
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　，
6
幽

　

ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

3

へ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　

号
一

切

綴
生

喜

見

鄭
窯

雁
吐

恢
正

鴆…
知

麟
竹
足
喜一
蛍
世

間
解

無
上

士

蘊
丈
家
天

勧
世
蓴

纔
覆
塑

寒
蕊
島

黶
晦

彎
譲．

”

欝
鰍

慰

巍゚

灘
薙
耘
飯

解
鞭

き
靴
と

畢
侮

て

ま
つ

馴
，

　
　
　
　

，

　
　
　
　
　
　

”
ぺ

　

赤

鏖
呈

寒
爬
祇
正

僑
知

蝋
行
足

盞
世
顧
解
無
ヱ

士

謂
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御
丈
夫
穴
人
新

備

世
薯

の

瞭
の

離
に
沖

．

り

争
彪
ゆ

募
叺
獻

，

疆
．

∂

舞
く
・

認

　

釁
一

吾
薩
解
工

名

鴬
丕
輕

働

震
爨

襞
翫
象
権
ま
・

さ
・

窮
籤
鵬

鑼

灘
島

齷
・

馨
歓
町
也

麟
∵

蠻
卦

諏
搬

発
熹

齢゚

穆

韈
轍
窪
て

ま
つ

ゐ
・

謝
吋

　
乃
往

過
去

無
量
恒

珂

ケ
劫

磊
号
ヨ

暑
穂
如

來

襲
正

編

　
知…
酬
娑

2
疋
凄

奮

虹

也
藺
凹

餌
田

無
叭

ヒ
ニ
亠

諷
一

繍
y
入
ギ
へ

彳
へ

人
蹴
觚
紬
剛

ゼ
筋
髣

の

忌
の

鶻
を

勸
ぎ

飜
・

て

伊

野
ワ、

．

鑿
競
く

。

ぞ

　
過
是

數
已
肩
也
界
名

浮
光

荘
畆

敵

織
の

響
鰐
ま
す

廓
癰
鬱
麩

．
°

驤
血

鰹゚

黌

欝
曙

譁
，

羝
講゚

饗
妃

隷
擬
弧

解
雑
戒

師
゜

勉

擁
鍵
と

畢
薯
ま
つ

を

　
　
　
　

　

鷺

　
亥
圃
有
俸

房
　

蠶
年

宿
乏

智
如

家
聴
蝶
正

偏
知

明
行
忌
吾
慙
世

間

　
盤

嶽
上
士

調
御

丈
史
天
人

師
沸
也

尊

働

鼕
匚

嘩
芒
き・

鬣
警
讒
麟

離
・

夥
避

　

　
み
わ

く

　

 
っ

托

翼
ー

　
　
　
　

ー
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　

ヲ

〇

三

蒻
三

備

尾
と

魚

げ
疹
て

ま

つ

ゐ
。

　

　

　

　

　

詳
へ

　
過

去
右

沸
恕
雲

雷
琶
王

多
陀
阿
伽
度
阿

羅
訶
三

貔
彡

禰
曜

　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

「

　
　
　

σ

　
　
「

　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　

号
lC
屮
寿

以
工

の

例
匸

よ
つ

で

判
る

よ

う
レ

ト
、

　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

名

」
．

の

文

ぱ

飴
ず
下

か

呈
に

返
読
し

て

奢
」

・

っ

考
」

薯
の

字
を

漸
諸
岡

に

よ

む

と

い

う
訓
貔
恥

読〔
で

あ
ゐ．

　

　
　

　
　
の

軍

蠡
κ

劔

鴛
訓
菰

こ

の

「

名
」

穿
の

鹽
恒
蘭
し
て

も
、

拿
。

で
に
の
べ

た

こ

と

　

　
　

　

　
　

　

　

註
穿

の

あ
る
い

く

つ
か
の

閥
題
ビ

同
娠
に
、

平
安・
時
κ

初
期
の

剤
褫

の

や
り

削
た
ぱ

、

現
在
の

嘆
文
訓
哉
と
は

大
い

に

実
ね
っ

て

い

ゐ

よ

う
に

冩
わ

れ
ゐ

．

初
期
の

翹
尽

爪
で
、

．

名

−
い

・

「

号
1

い

の

冽
の

剤
法

を
詞
査
し

て

み
ょ

爻

　

ま
ず、

平
安
畸
悦
初

期
点
本
の

裏
ヒ

し

《

面
人

奇
本
虚
兇

明

髯
鑒
経

に

お
い

て
、

．

名
」

・

．

号
」

字
を

用
e
て

ぢ

」
、

し

h

叭

も
畢
 

れ一
乞

下
加・
り
L一
へ

「

ー
ト

名

ヅ
ク
」

ど

釁
純
に

遼
読
し

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
耀
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葎
5

て

e
な
い

例
を
さ
択
し
て

以

る
と
、

次
の

よ

う
は

例
於

冕
出
さ

れ

る
。

か

此
の

福

脅
光

明
π

．

（

茄
）

煮

釆
の

世
に
，

當
に

姉
と

作
ル

こ

　
ゾ一

得
む

。

号
を

ぼ
蹕
迦

牟
尼
と
い

は
む
．

如

來
應
正

醯
知

明
行

足
善
並
世

藺
鯵
無
上

イ

譎
御
丈
史

天
人

師

震
∠

い

ば

む
．

鑑
・

　
叱
福

霾
明
艾

於
未
來
也

當

得

霤
釋
迦

牟
尼噛

篆
庵
正

遍

　
知

明
行
足，
善
断
唖
閣

解
無
上
士

調
御

丈

火
天
人

師
榊
世

蜉

伽

是
の

如

驚
鬢
光
耀
な
、

霾
）

禾
來
の

世
に
、

嘗
F

肺
・

星
ル

　
こ

と

得一
む
・

薪・

現
感
簪
磊…
ダ
ロ

祥一

藏
ど

e
ば
む

。

知
索…

應
正

置
知

　
明
行

風
絹
答
近
世

閻
醇

無
上

士、

調
御
丈

史
天

人
師
椛
世’
辱
創

創

　
　
　

　
む

　
い

は
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

94
ぺ

　
昆
知
意

薯
耀
於

未
末
世
傷
得

嚢
飲

者
祥

藏
如

朱
飃
正

遍
知

明
行

薗
茄
菩
逝

せ
藺
解
無
よ
士

調
御
丈

支
天
人
師
怖
也

鍾
・

鰯

全
必

磐
コ
、

石
を
ぱ

然

張

蚕

糶
尼
・

い

ふ
。

　

貯

倉
課
門
劉
一

糞
毟
庖

経
尼

　
　
　

　
　
　

　

い

ぼ
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　

汐
ケ
答
知
ル

當
レ
、

肩
す

庖
蘿
尼
を
名

（

ブ

す
）

て

知

蕊
募
劇

，

劉
・

　
喪

鉾
當

騫
羅
尼

矧
知

意

臻

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耀

函

せ
算

、

比
方
に
薜
室
蘿一
末
緊
・

天
壬

の

城
あ
り
．

創
刺

劇

有
財
沼

　

−つ
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
ハ
ノ

”

　
い

3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

4
　
へ

　
世
算
垢亠
亙
礁
室

羅
宏

攣
天
嵌
名

葺

砌
王

の

法
た

る

匿

諭

争
、

右
を
ば
天
彭

笈
遂

判

馴
，

　
虜
ぺ

　

有
王

猛
正

論
省
天
主

叡
玖

囲

又

は

Ω
牡

）

過
去
ゐ

韃
耳

思
の

刧
に
、

正

沸
知
創
町

し
キ
、

矧
副
賓

髻
と

ま
を
し

キ
。

　

　

　

　

　

　

　

虜

ぺ

又
羞

断
者
建
滬
劫
・
肩
正

癧
知
名

費
髻

凶

夜
〃

夢
に

肺
の

福
智
説
（

き
）

た
ま
ふ

を

離
キ
、

〔

見

有
）

麸

　

師
后
は

寶
積、
と

い

函

於
、

座
に

處
し
て

喘

巌
な
る

こ

ど

日

輪
の

如
（

く
）

し

て
、

盒

元

の

微
尠

撰
を

寝
べ

説
ク

有
（

り
）

と

　
み

　
　
，

　
易
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鼻
ぺ

　
夜

薨
聞
説

岱
福

智
　
見

肩

蓊
名
竇
積

處
座

端
嚴
蜀
日

輪

叢
姦
婁

＠

頗
ゲ

〔

肩
）

法
師
の

危

嚢
ピ

9
於

、

馨
し

て

豕

　
住
を
化

す
る

有
リ
ャ

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

俶

ぺ

　

頗
肩
法
師
名

蟹
積

功
衡
成
就
彪

荻
庄

ウ
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　

碑

麕
に
阿

耨
多
蘿
三

藐
三

菩
援
砒
つ

む
、

号
を
ば

奩

費
ム

王
と

い
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黜
。

如

衆
應
正

瀝
知

喨

行
足
唇
慙
せ

周

熱
上
士

調
御
丈
美

天
人

師
怖
せ

尋
ど

い

簒
．

　

　

　

　

解
ぺ

　

嘗

靨
耨
多
羅
彡「

撓
彡

吾
堤
剔
企
貿

ぬ
乏

瓢

恭
慮
正
塩
知

明
行

　
足
各
逝
世

間
解
無
上
±

調
御
大

夫
天

人
島
…

肺
也

導
》

切

世
界
を
ば

《

時
に

直
轉
レ

て

名
（

つ

げ
）

て

蓼
瞳
と

い

は
む

．

（

ゼ

界
外
畸
愕

禦
螻

剃

善
女
天

、

晴
に

泉
蓄
子
の

事
あ
リ
キ
．

知
，

筈
蛍

宍
誇

長
着
子
篳
創
沢

麿
蔵

以

仁
の

例
に
よ
っ

て

明
う
が
ぼ

よ

つ
に
、

と

い

う

よ
う
な

文
を

コ

つ

ま
」

．

最
初

に

宕
」

字
を

、

　
　
　

　
　
　
　
殫

へ

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

看

乏
ぼ

沢

蠧
ピ

い

ム

　
　
　

　
　
　

　
耀

解

「

名

ー
」

・

っ

号
山

　
　
　

　
　
　

　
　
　

名
ラ

バ

〜
ト

イ

フ
，

」

と

よ

ん

で

い

る
。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

名
ヲ

ガ

レ

と

よ
み
、

仏
の

箱
等

を
つ

ら

ね
、

ゑ
後
に

「

ト
イ
フ
し

を
よ
み

乏
え

（

い

省

の

で

あ
る．

こ

丸

は
、

「

臼

ー
『

ど

い

う
文
を

♂
ハ

ク

ー
ト

ィ
フ

」

と

よ
ん

で
い

る
の

と

く

ら
べ

て

み

た

場
合
、

両
看
と

も

に

企

く

両
じ

性
曾（
の
も
の

と

見
る
こ

と

状
で
き

よ
う

，

　

右．
の

よ
う

な

「

名．
ラ

押
・

ー
ト

イ
フ

ピ

と

い

う
よ

み

机

た

を、

さ
・
り

に

他
の

初
期
魚
羝…
瓜一
う

さ

が
す
と
、

以
下
の
皰

蔵
＋

鵜
詮

元

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
塾
6

農
辷

隻

点
の

例
を
彦
加亠
ヲ
る

こ

と

戻
で
き

る
，

ラ
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　

解

彖
会
の

中
に
、

天

帝
釈
肩
」
．

名

ぱ
无

垢
庄
と

い

ふ
．

　
茄

家
会
中

鴈

奮
釈
名
元
垢

庄

馨
男

モ

程
．

往

婁
馨
窗
の

義
（

レ
）

き
、

者

蕎
搾

　
（

と

）

い

ひ
き

。

旃

恭
羅
に

勅
し

だ
ま
3
キ

。

大
豪
壬

肩
リ。

　

各

蔦
青
遷
目

（

と

）

い

襾
。

　

吾
粤
子

乃

征

歯
云

肩
迦

智
国
王

名

鷺
授

。

勅
旃
茶
羅。

靖
八

象

　

王

薯
蓮
自

殉

食
の

）

時
（

匕
）

羨
の

中
に

著
薩

難
四

麌
契
身

名
法

好

　

蕪
と

e
駆

。

　

露
毅
中
盾
菩
薩

厚

爨
修
疑
門

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　

　
　
　
　

ダ
ウ

汾

《
の
爵
（

に

）

復
、

大

羅
貂
〔

の
V

冊

有
（

リ
）

．

　

看
重
犂

撃

　

髪
ど

い

孟
。

　

《
崎

復
磨
犬

経
利
毋

．

名
髪
盡

簔
。

圃

余
（

の
）

時
（

5
復
、

大
羅
刹
（

の
）

毋

藉
（

q
）

。

烏
は

　

刀

剣
口

（

と
）

い

ふ
。

　

《
府
優
有
入

羅
刹
毋
る
刀

剣
ロ

、

（

玖
上

十

輪
徭
）
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面

訓
彦
の

ま
化

　
　

　
　
（

さ
て
、

「

名

匹
ど

い
う

斈
舌
く
は

「

名
ヲ

バ

ー
ド

ィ

Z

と

よ
ん

で

い

ゐ

孝

実
は
、

さ

ら
に

宜

本
嵜
捗
法
庫
葦
窿
の

例
を

調

査

す
る
こ

と

に
よ
っ

て
、

は
つ

き

∂
ど

蘇
灯

げ
さ

几
る
よ

う
に

隠

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
註

ク

う
．

以

前
12
も
の
べ

た
よ
う

に
、

立

本
守
瓜
法
葦
軽
ば
含

捲
に

η

托
っ

て
白
魚
石

平
多
蒔
斡
後
期
の

殉
照
聖
入
の

訓
が
ば

ど

こ

し

て

あ
」

こ
れ
と

よ
み

猷
た
が

特
に

異
な

ゐ
部
分
に

か

き
っ

で
、

床

て

平
安
初

期
の

明
詮
槽
齣
の

剤
を
つ

け
た
も

の
で

あ

る
。

し

た

於

っ

て
、

∬
本

看
法

章
径

に

お
い

て

朱
と

臼

の

二

瘧
の

訓
点
於

つ
い

て
い

る

翻
分
は
、

平
妻

畸
伐
初
期
の

萌
詮
槽
和
の
剖

と

肇
の

殉

照
聖
八
の

で

れ
と

に

差

異
加

あ
つ

た
こ

と

に

ね

」
、

こ

れ
は

蒔
κ

に

よ
る

訓
豌
の

愛
化
を

端
的
に

表
わ
レ

で
い

る
ど

見
る
こ

と

於
で

き

よ

う
。

せ

の

例
と

し

て
は
次
の

よ
う

な

諸
例
耀

あ
る
。

（

以
下

に
ノ

弯
例
は
、

最
初
加

平
安
府
κ

鷄
の

稔
照
聖
人
の

白

点
の

訓

読
文
で
、

次
斌

柵
期
の

明
詮

僧
編
め
屮
怒
黒
の

訓
詭
文
で

あ
る

．

な

お
、

こ

れ
の

原
戻
文
は

　
前
肖
の

例
 

杁
ら

朝
ま
で
於

こ

れ

に
焔

当

す
る
。

）

励

b
旛
の

菩
薩
の

蟲

奚
案
経
の

無

量

義
教

菩
薩
瓶
虎
所
護
愈
（

と
）

ノ7V

　
名
ル

を
説

へ

さ
〉

ク

マ

ヒ

さ
。

　
○

諸

窃
）

菩

薩
（

の

）

轟
へ

に
）

大
乗
経
を
説
（

さ

た
ま

ひ
）

キ
。

名
を
は

熈

量
義
と

も

敵

簪
薩
痃
と

も

備
所
護
倫
と

も

マ
ウ

　

別
．

轡
《

藷
に

姉

聯
ノ

キ

ヨ

愚
籥
副
号
ケ

き

裹
と

も

應

　
快
と

も
正

備
卿
と

や

噴
行
足
と

も
≠

冨
と

も
世
閥
解
と

も

無

上

士
調

獅

菱
と

も

天
人
師
と

も

怖
世

導
ど

も
マ

ウ
ラ

￥

o

《
へ

の
）

崎
（

二

）

備

有
（

し

き
）

号
を

は
日

月
燈

明
ト

マ

　

ウ
ヲ

キ
　
　

加
鮮
然

へ

ど

も
）

虐
盤
仄

（

と

もv
＞

正
肋

砺

知
　
（

と

も
）

断
囚

　

行
足
（

と

も
V

、
薈

遊
（

と

も
）

世
簡「
解
（

と

も
）

無
」

よ

士

調

繍

　

丈
キへ
（

×

も
）

天
人
師
（

と

も
）

肺
也
複
〜

ト
毛

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　　
イ

ぞ
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　

ω

6

備
人

中
の．

尊
肩
ヲ

キ

日

珂
燈

明
と

号
（

し

）

タ

テ
マ

ッ

リ

　

キ
○

佛
ぺ
中

へ

の
）

屆
璽・
右
M

（

し

き
）

号
蓑
ぽ

日

肩
燈

碍
ト
マ

ウ
シ

矧
轡
時
に

備
大
家
經

の

舉

簸
落
る
を
説
（

き
）

タ

マ

ヒ

て

Q

府
へ

に
）

備
太．

乘
經

名
ぱ

篝
ト
マ

ウ

又

を
説
（

さ
た

　

ま
ひ
て

）
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響

欧
を

翻

て
彡

咏
の

黶
量
峩

處
と
名
ク

齪

に

釐
（

し
）

タ
〈

ヒ

　

き
○

趺
を

跏

て
三

咏

石
岐

黙
寰
義
蕨
」

イ
フ

ニ

麿
へ

し

た

ま
ひ

　

き
V

＠
。

意
楽
國
に

し
て

而
も

搾
ど

作
（

る
）

こ

と

得

む

多
摩
羅

栴

　

檀
（

の
V

沓
と

号
（

せ

）

む

Q

意
衆

凰
（

に

し

て
）

而
（

も
）

沸
（

と
）

侮
（

る

こ
と
V

得

　
（

」
む
）

貿

τ
を

ば
侃

タ

馨
維

塩
嬰

穏
（

の
）

一
杏｝
L−
イ

ハ

ム

ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

　

姓

○

而
も
彼
の

薮
の

中
に
一

の

大
餐
天
王

肩
り
き

　
救
’

切

と

名

　

71

　
0

而
へ

も
）

彼
（

の
）

象
（

の
）

歩

（

に
4

　’

（

の
）

ン

へ

梵
天

　

壬

肩
（

リ
キ
）

脂
を

ば

救
一

扨
（

と
）

イ
ヒ

キ

ラ妬
○

乃
し
叨

象
の

中
に

し
て

寔
の

大
來

經
の

警
藍
葦

肇
薩
宏

　

怖
所
謬

念
と

名
ク
レ

を

説

？
じ

タ

マ

ヒ

き

○

乃

へ

し

）

ロ

彖
（

の
4

中
（

に

し

く
）

是
の

大
察
經
（

を
V

　

訖
（

き
捧
ま
み

き
）

名
を
ぱ

妙
法

蓮
華
ど

も

教
簪

篠
法
と

も
旛
「

　
4

川

護
念
（

と

）

も

望
」

犂

介
爵
苔
薩

蜃
岡

薩
有
リ
、

太
楽
説
と

名
ク

（

○

余
時
吾

薩
蓐
訶

薩
肩
（

リ
V

そ
を
ば

穴
楽
説
∩

剳
q
冽
d
討

　
　
コ

へ

響

些一

薩
肩

り、

文
妹
師

剃
ど

名
ク

o

比
〔

5
菩
薩

有
〔

り
）

名
を
貳

文

殊
師
剰

H
眉
プ

娚
Q

一

切
叡
庄

葺
勉

如

床
應
畉
霧
嘱
励

萌
行

暑
断

世
間

鯖
黒
上

　

士
飆
御
匁

欠
夫
人

師
旆

せ
専
と

髻
せ

む
。

　
O

環
」

を
ば

’

切
象
庄

喜
易
ト

イ
ハ

ム

　

如

寒
爬
茨
正

褊一
知

韻

行

　

髦
腫
せ

間
斯
無
上

士
調
伽

委
天

人

麺
仰
也

津
（

と

い

は

ε

砌
o

燕 ，

威
耆
乏

餌

寒

震
正

癇
知

明
行
尾
吾
断
也

閥
解
無
广一
士

調

　

御
丈

丈
夭
人

師
怖
世
専
と

咢
け

き

　
o

亦
房
v

を
ぱ，

威
盲
王

ト

申
キ
、

知

來
篤
渋
正

偏

知

明
行

崖［
著
遊

　

世
間
鰐
無
h
士
調
御
丈
丈

天

毳
也

薯

銅
Q

《
の亠
時
に
一

の
紳

告
藩
脾

の

比

丘
肩同

リ
き
、

一
常
ス
諏
仁

（

と
）

名
ケ

　

き

　
Q

《
時
（

（

の
）

笠
口

薩
（
の
）

比

丘
七

月
（

リ

き
）

名
を
嫁

常
禾

　

輕
ト

ィ
ヒ

キ

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
ゴ

マ

曾
月

注

避
去

替
蓚
河

ケ
の

劫
に

怖
肩

茎

日

甘
浮

明
禍
知

　

来
慮
茯

正
編
和

明
行
足

菩
邏
世
闇

解
黒

上

士

調
御
丈

支
夭
人

師

　

沸

寡
と
耳

o

げ
ク
ニ

ア

マ

剴
U1

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

窩
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。

乃
往

過
去

無
量
恒
阿
沙
（

の
v

劫
（

5
備
有
（

し

き
）

剔

　

を
は

ヨ

琢

孝
明

穂
ト
申
キ、

如

來
應

映
正

鵝
知

明
行
足

吾
鍾

ゼ

　

閥
解

無
上

士

諷
鋪
丈

丈
天

八
師
席

せ
蕚
（

考
）

も

詔

。

是
の

藪
を
過

ぎ
己
（

て
）

せ

界
肩
，

耄
旺
嚴
ソ

易
ク

・

是
（

の

）

數
（

を
）

量
（

キ

ニ

巴
（

て
）

世

界
有
（
リ
4
、

　

各
を

ぼ

轡
垢
莊

嚴
ト

イ
7

コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

イ
ケゐ

独
o

其
の

國

に

佛
肩
ス
、

孝
重
膚
王

智
如

獅

鷹
帙
正

傭
知

鴫
灯
足

　

蓄
遊

世
閥
解

無
上
士

調
御
丈
穴

夭
左

駈
婦

せ

尊
と

暑
ク

。

其
（

の
）

國
（

に
）

怖
有
（

す
） ．

髫
を

ぱ

妻
宅
王

智
ト

申

　
（

き
）

如

來
應
供
正
鑰
知

明
行

艮
蓄
並
世

間
解
無
上
士

調
御
丈

　

天
天
人

師
怖
せ

尊
（

と

）

ゐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

イ
ウ
て

首

o

過
宏
に

怖
肩
シ
キ

　

要
電
音
王

多
陀

阿
伽

度
阿
羅
訶
三

髭
三

　

楴
陀
と

そ
げ

彳

○

遡
去

（

に
）

櫛
循
（

し

き
）

名
を
は

雲
電
琶
王

ト

申
キ

多

　

陀
阿

伽

皮
と

も

阿
羅
訶
と

も
彡

藐
三

姉
陀
（

と

）

も

以
上
の

事
実
杁

う
、

準

安
臍

代
初

期
の

晴
詮

僧
痴
め

朱
点

で

ぱ
「

名
ヲ
バ

ー
ト
イ
フ

」

と

屡
履
形
に

よ

ん
で

い

芦

ゐ
舸
、

矮
翊
の

殉

照
聖
人
の

酬
に

は
る
ど

「

ー
ト

名

ヅ

ク
」

匸

単
純
に
’

回

よ

　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
垢

む

型
に

麦
七
し

ち
こ

と

加

判
る

と

思
う

。

　

つ

い

で

に

い

う

な

軌
ぱ
、

肩
野
山

龍
光
院
捗

系

薩
重

経
で

は
「

名

lU
の

文
ぽ
巳

に

コ

ー
ト

魯
ヅ

グ

」

と

ぼ
っ

て

い

る
の

は
、

以
下

の

例
に

示
す
ピ

ぢ

り

で

あ
る．

（

こ
れ

は
、

前
宕

の

例
の
加

ら
 
ま
で

婆
例
岡

圦
ら

衂

ま
で

と

厘
箇
席

鍔
る．
 

ラ
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

　

儲

訪
の

菩
薩・
の

鳥
に
ン

八

家
経
の

然
量

装
散

醤
薩
ゴ

稜
型
町
誤
念
と

急

　
（

る
）

を

説
（

き
」

に

ま
ノ

ひ
き

　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
い

ま

ウ57

《
（

の
）

睹
へ

に
）

備−

肩
す
、

冒

月
燈
明
燐

來
と

應
株
と

正

偏

知
ビ

噴
竹

足
ど

著
逝
と

世
閥
解
と

無
上

士
と

調

御
茎
又

と

天
人

　

師
と

怖
世
導
と

号
（

し

渕一

　

　
リ

キリ

捌
怖

有
し

て

人
中
の

蓴
な

」

さ

日

百
燈

明
と

号
（

し
ノ

き

砌
爵
に

砕
大
乘
經

の

無
量

窺
と

名
（

る
）

を

読

£｝
た

ま
つ

）

て

フ
　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

6。

鉄
を

跏

て
三

咏
の

無
量
貌
處
と

名
ゐ

（

r
）

産
（

し

を

ま
V

ひ

、

き
 

余
（

の
V

時
（

に
V

菩
薩

摩
訶
徒
肩
（

り
）

癶
歌
訖

茗
へ

く
）

砌
此

甚
・

薩
の

袤
覇
落
（

る
）

肩
へ

り
v

 
一

切

叡
生串
暑
見

如

寒
應
秩
正

偏
知

明
行
足
誉
逝

世
間
砲
閉

無
上

士

　

調
御
丈
夫

天
人

津
せ

尊
ど

号
へ

せ
）

む
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砌

亦
威
奮
王

如

來
臆
洪
正

循
知

明
行

足

善
迹
世
簡
「

觧
無
上
士

葡
御

丈
夫
天
ん

翻

佛
世
導
と

号
（

し

き
）

65

《

（

の

）

畴
（

に
）

　一

の
菩
冖

薩
の

比
血

肩
〔

り
V

て
心
幣
丕
軽

と

瀏
蒟

乃

往

過
者
の

庶

量
恒
河
沙

劫
に

錦
薦
（

し
ゾ

き

日

月

聽

如

萎
綾
正

孀
知

霾

寔
筈
近

糞
爆
無

呈
調

禦
£
夭
《

　

鏨
世
尊
と

号
（

し
）

き

砌

是
の

敏
を

蝿
（

き
）

己
て

世

昇
肩
（

り
）

矛

逢
嚴．
と

名
（

く
）

ピ鋤

其
（

の
）

國
に

備
肩
（

と
て

耄
王

智
如

來
應
株
正

編

　

知

明
行
足

舌
遊
世

闇
解
無
上
士

調
御
丈
夫

天〔
べ

師

怫
セ
蜉
と

号

d
　
　

　

　

　

ま

砌

過
云
r

瞬
肩
し

き

爾

強
蓄
王

多

花
阿
加

度
呵

羅

河
三

蒻
三

怖

　

陀
と

狛

〔
砕

ワ
）

キ｝

　

さ
ら
に
、

前
に

あ
ガ

だ

面

末
守
爪
愈

光

明
最
勝
壬

縁
の

諮

例
を、

同
じ

本
の

訳

長
二

罪
振
后
砥

さ

は．
と

の

よ
う

に

よ

ん

で

い

ゐ

猷

鑿

す
る

に
、

小
｛

台
写
真
で

あ
ま

」
は
っ

き

り
し

な
い

於、

穴

部
外

は

返
寵

管
で

択

つ

じ

て

e
る

こ

と

に

気
斌

つ

く
．

勿
ゐ

見
た

訊

き

」
で

は
、

 

の

例
ば
ど

う

よ

ん

残
判
ら
な
い

レ
、

 
、

困
ぱ

，

ト
し

の

点
と

句
点
加

あ
る

次
、

）
て

れ

珱
殊

の
例
ぱ
す
べ

て

返

魚
グ

あ

」
．

下
か

ら

童
龍
し

て

「

ー
ト

角
ヅ

ク
し

と

よ
ん

だ

の

だ
ろ

う
．

暦
例
は
紙
段
の

都
合
で

着
唏

す・
ゐ
。

　

　
　
　
　
卸

訓
彦
の

愛
化
の

理
由

　

玖
上
二

れ
き
て

の

鼇

例
か
ら
、

次
の

よ
う

な

事
実
於

明
う
が

に

な
つ

た
。

　

の

原
湊
文
の

君

ie
・

コ

号
ー

い

　
と

い

う
文
を

訓
謙
す
る

　

　

場
合
、

査

〈

平

騫
代
初
期
に

ぱ

君
⇒

バ

ー

ト

イ
フ

レ
・

　

　
「

号
ヲ

バ

ー
ト

ィ
フ

じ

と

い

う

具
念

に
．

ま

ナ

ー

瘡
」

字

　

　

乏
、

ろ
ラ

バ
L
・

。

号
ヲ

び
・

，

名
ヅ

ケ
テ
」

箸
〉

景
認

、

　

　

次
に

仏

の

称

号

寄
左
つ

ら
ね
、

最
後
に

「

ト

イ
フ

」

を
よ
み

　

　

老

え
て
で

途
復

形
で

よ

ん
で

い

た
．

の

瞬
κ

が
下

ゐ
ヒ
．

こ

の

よ

う
な
丁

盛

晋
よ

み
加

そ

ぱ

行

わ
れ

　

　

な

く

ば
っ

て、

「

名
」

蓼
を

下

か

ら
上

に

返
詭
し

て

コ

ー

　

　

ト
名

助

ク
L

ど

い

う
軍
純
灯

よ
み

加
た
に

須
わ
つ

た
。

以
上

で

あ
る
。

　

セ

れ
可

は
．

后
の

よ
う
な

訓
続
上

の

大
き

な

変
κ
ぱ

、

は
た

し
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て
ビ

の

よ
う

な

原
困
に

よ
る

ち
の
で

あ
ろ

う
圦
。

初
鼾
訓
読
文
の

崎

礬
よ
ひ

愛
化

全
般
に

つ

い

て

は
、

薐
之

の

氛
件
髪

游
え

て

裕

含

的

に

挨
訂

す
る

酔
要
択

あ
り、

別
禰
で

ま
と

め
（

の

ぺ

ゐ

予

定

で

あ
る
於
、、

、

名
し

字
の

悶
題
に

つ
C
て
は
私
は
以
下

の

よ
う
な

理

由
を

特
に
重
視

し

巧
い

と

思

う
。

笙
に

ぱ
、

同
じ

漢
訊
仏

鏖
恩

に
お

ナ
ゐ
、

．

岩
ー

P
・

享
匹

の

文
と

ほ

ほ

同
鎌

な
穏

啄
夕

委
わ
す

旭
の

璽
喫
文
の

書
莱

袤
η

し

圦
た
、

の

彩

響
で

あ
る．

そ

も

ぜ

も

訓
寵
匕

い

う

も
の

択
、

基

に

な
ゐ

謨
ハ

文
加
あ
る

以
上

、

原
羨
又
の

書
き
が

だ
の

影
響

・

刷
杓
互

あ
る

雇
燦
墜
ワ
る
の

は

当

然
て
あ
ろ
う

。

ご

て
原

茨
文、
で

は
「

名

1
∵

，

牙

匹
と

鰹
文
・

し

て
、

 
、

名

〒．
」

面
、

労

日

ー
レ

・

C
、

島

為
ー

じ
・

 

ズ
る

ー

ピ
日

マ

号
名
日

ー
じ

・

局

、

是
名
為

匹

商
、

そ
聞

馮

匹
咢
．

調
べ

て

み
る
と

さ

ま

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ノ

ざ

ま
壕

眷
き

方
尻
あ
ゐ

，

意
咏
の

上
ハ
ら

は
、
、

翻
・

E
・

円
゜

←

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
’

鼠

　
　

　
　

ー
　
　
　
　

ー
　
　
　
　

（

ゐ

例
ぱ

「

命
名

す
る
」

ど

い

う

意
於
あ
ゐ

い

は

着
干

憲
レ

ら

れ

ゐ

瓶

も

し

れ
な
c

脚
，

窃

島
・

q
は

蒔

に

を
の
よ

う

に

も

周
え

は

　

　
　
　

　
　
　

　
（
　
　
　

　

‘
　

　
　
　

（

　

　
　
　

　
　
　

　
　
ラド
　
　

ヘ
ノ

e
。

実
に
、

右
の

ω
．

β
・

に

に

掲
当

す
る
蓄
例
を
、

面
六

寺
瓜

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　し

邑

取・
勝
王

縫

か
・

ワ
示
す
。

　
（

ユ

れ
ば
、

用
例
偉

が・
り

刀

圭
》

さ

と

ほ

ぼ

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　

艀

似
か

よ
っ

た

意
啄
看

爾
い

う
れ
て
い

る
の

で
、

＜

う
べ

て
検
討

す

る
泌

要
於
あ

ゐ
。

）

乃

嘗
に

怖
て

牽
（

る
）

こ

と

得
む
．

号
を
ば
〔

且
金
光

明
ど

い

　
は
む
．

如

豕
飃
正

旒
知

萌
行
足
箸
蚯
世

蘭
解
無
上

士
調
御
丈
＋

入

　

天
人
師
怖・
せ
蜉
ど

い

ぱ
む

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
彪

ぺ

　

嘗
得
権
齢
臨

引

劇
金
光

曜
劾

豪
應
正

煽
知

朗
月

行

簍
断
世一
闖
解
毎
朋

　
上
士

調
御
丈

夫
天
人
師

嫌
也

碆

切

雷

孱
・

賃
る
）

こ
・

得
む
．

名
を
ば

（

巳
金
幢
光
凶

d

　
出

瓢
り

知

來
雁
正

唖
知
朗冖

行
是
髴
ロ

斡

婁
閥 
群
無
上
士

調
御
丈

史

　

天
ぺ
斎
滋
町

世

尊
ピ

い

ば

む
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伽

岬

　

當
得
佐
山

即

名
日

企

憧
厂

花

如

家
鷹
正、
邂
知
蝋
行

足
吾
遊

せ

周
解
抵
へ

　
L
士

調
御
丈

・

丈
孜
人

鷺
世
写

薩

駈
惟

尼

有
り
、

劉
（

日
〕

金

勝
き
い

扇
。

　
　
　
　
　

83
や

覆
館

羅
尼

名
閏

金
騰

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　

く

儒

是
の

改
に

二

也
タ一
名
（

つ

げ
4

て

〔

巌
轡

黙

坊

と

い

＆
。

　

叢
二

地
る
驫

籌

ラ74

城
乏

去
レ

ル

こ

と

薩
（

か

ら
）

ず

（

禾
〕

し

て

圃
肩
り
、

梨

　

ば

炉
花
福
老
V

昌
 
，

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

耀
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去

戯
木
鬣
肩
閣
危．
日

妙
花

疆
光

初

露
扉
撤
し
て

（

芭

嘗
嘉
（

し
）

袰
ヘ

リ
キ
．

刷

を
ば

（

白
）

賓
髫
ど

ま

と
し

キ
。

　

　

　

　

　

刃

ぺ

　

《
庸

有
締
出

冤
着

世
看
百

賓
磐

　
　
　

　
　
　

　
コ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
　
　
　
　
　

　

紛
阿
難

磨
髪
の

世
（

の

）

峰
匚
・

一

の

図
ま

、

行

を

ば

大
車
v｝

冒

ふ

択
だ
に

富
（

み
）

て

敗
多
（

く
）

し

て
、

　

　

謝
坐

　
阿
駐

吃
雌
去
ぜ
時
肩
’

園
壬

名
臼

六
車
再
畠

多
瞭

さ

て
、

石
の

“

「

号
日

匹

画
「

蕾
1

じ

ゆ
．

名

為
し

」

ゐ
請
例
身、

こ
れ

ま
さ

の

．

名

」。
・

コ

号

−
い

の

例
と

比

較、
し

て

み

ま

う
．

せ

う

す
る

と
、

石
の

簡

画

め
の

例
の

方

捌
、

語
を
企

然
石
踏
レ

て

い

な
い

正

し

し
書
き
胡

た

と

我
父

に

は

憲
え
ゐ

の

で

あ
ゐ

沢
、

平
安
時
κ

初
鶏
の

人
々

も
同
じ
よ

う

に

君
え

た
の

O
ぱ

な

か

う

う

加。

し
か
も
，

こ

の

い
・

助
−

の
の

書

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
（
　
　

　
　

（

き
が
た

の

方
加

程
文
の

原

導
又
で
ぱ

ぱ
ゐ

加
に

多
く

柑
い

ら
れ

て

い

渥
の

で

あ
る．

だ
が

ら
、

 
・

 
・

の
の

よ
う

な

蔭
又
の

書
き

加
だ
の

蘿
詼

尻
常
に

砦

府
の

ぺ

々
の

頭
に
つ

よ

く・

あ
つ

ち

の

で
、

「

看
日

1
い

詈
を
盛

字
的
に

よ
む

結

県
、

晉
慣

的
に

成
立

し

た
、

「

名
ラ
バ

！
ト

イ
フ

U

錚
応

肉
像
の

 

顔

い

ら

脚 、

「

名

ー
『

の

場
合
に

も

含

然
ヒ

嘉
わ
π
た
の

で

ぱ

な
圦

ろ
う

が
。

第
二

と

し

て
．

初
窮
訓
練
の

話

し
・

で｝

ば

曽
な

面

毛
、

理
由

の

一

つ

に

名
え
、

り

れ

る
と

恩
う

。

周
廟

の

よ

う
に、

初
期
の

剤
詭
ば

多
く

は

講
豢
あ
る
じ

は

銕

訖
の
ぶ
う

な
や

」
か

た
で

行
わ
れ

た
も

の

の

よ

う
で

あ
ゐ
．

し

た
択
っ

て
、

初

賄
の

訓
読
に

呵
じ

ら

れ

斥

語
や

文

の

中
に

は
、

話
し

こ
と

．

俸

薯
璽
素
も

納
な
肱
混
・

て

e

た
ど

見
る

こ

と
m

叭

で
き

る
。

A
ソ

、

陶
題
に

な
つ

て

い

る

」
危

ー
。

L

・

フ
留

で

瀧
ビ

ど

い

う

文
で

ば
、

コ

ー
」

の

撕
鐸

A
弘
μ
一

酷

取

に
一

飆
超

諸
ど

い

わ

れ
て

い
石

も
の

で

あ
る。

も

し
、

こ

の

文
を，
現
在
の

凜
文
訓

龍
に

お
C

て

行

わ
れ

て
い

な
よ

う
に
、

璽
応

互
完
に

よ
ん

で

せ

れ

加
ら

上

の

君
」

を
颪
詭
し

て

ブ

ー
ト

名
艶
ク

」

と

よ

む
と

す

る
と
、

上

が

ら
文
章
於
焼
い

て

さ

て

e
る

膓
A
に
、

補
語
於
一

本

ゾ
；

が

ら

裕
ま
っ

た

も

の

圦
理

廨
す
る

の

に

大

蓼
塁
慧

、

文
意

Σ
乂

り

ち
於
え
る
お
乞

れ
於

多
《
に

あ
ゐ

。

レ

が

も
、

老
耽
献

筍

期
の

訓
詭
に
お

け

ゐ

よ
う
に
、

主
と

し
（

頁

で

閣
く

こ
と

の

多
e

こ

と

ば
で

あ
∂
、

禰
鷸
の

非
常
に

長
い

毛
の

択
し．
ぱ
し

ば

硯
り
れ

る

圦
う

に

ぱ
な
お
さ

う
の
こ

と

で

あ
ゐ
，

以
と

の

よ

う
な
沱
険

互

さ
け
る

た
め
に
、

初

鶏
の

訓
読
で
は

ま
す

「

名
ヲ

ベ

」

と

よ
劉

、

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
艀
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長
大
な

栢
語
の

く

る

こ

と

を
杤
ら
加

じ

め
元

し
、

最
後
に

「

ト

ィ

7
」

で

給

ん
で

補
諸
の
鷙

わ
っ

た、
｝

と

を
灯
っ

き

り
匕

碓
認
さ

せ

て
、

撫
駄

な
誤

解
の

ば
ひ

り
こ

む

余
地

を
防
い

ぼ

ゐ
で

は

あ

る
ま

い

が
．

つ
ま

」
、

最
荷

の

、

名
弓

κ
」

は

会
話
文
の

ぱ
じ

め

に

用

い

ら

れ

ゐ

「

に

あ
た

り、

F
め

マ

ト

イ

フ

」

ば

含

諾
丈
の

お

わ
彑

の

t
に

あ
た

る

も
の

ピ

も

い

え
よ
う
”

　

な
お
、

西
六
奪
本
最

勝
王

経
の

諸
例
に

つ
い

て
麓
明
乏

溜
な

う

な
か

ば、

施
に

段
た
フ

名
ヲ

バ

〜
ト

イ
フ

し

の

鰭
例

界
ら

ノ
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　　コ

刃

ま
で

の

す
べ

で

か
、

い

わ

ゆ
る
ー
」

で

く

く

ら
れ

る

和
分
び

あ

る

こ

ζ

右
．

こ

れ
が
ま
つ

た
く

偶
然
の
｝

嶺
で

あ
る

と

献
か

り
も

思
え
す
、

緬

し
こ
と

ぼ

と

何
ら
加

の

肉
係
択

あ
る
こ

と

を
暗
螽
し

て

い

ゐ

よ
う
に

私
匚

は

思
わ
れ
る
・

　

≡

ろ
で
、

降
κ
次

τ

る

と
、

ピ
に

今
ま

で

殖

墜
堵
凶
に

よ
っ

て
の

ざ
り
π

た
よ

う
K
、

初

鸞
本
の

琢
爪

語
と

し
て

も

不
蔭

終

cn
な
い

丁
窶
刈

な
煮凹
駅
の

釧
ガ
姶

ぽ
次
驚
劉

に

竹
わ
況
な

く
な

」
、

周

盆

咲

文
の

文
掌
を

機
禰
的
に

直

訳
し

て

よ
む

よ

う
に

な
っ

圧
。

セ
の

結
張
、

コ

名

匹
の

文
ぱ

ノ

暑

辻
谷

ど
と

ち
が
つ

て、

下

が

ら

工

に

返
詭
さ

れ

る
だ

ヴ
の

筒
単

な
訓
麸

12
ば
っ

て
し

ま
つ

た

の

で

あ
る
．

吻

註
11

研

究
の

意

莪
・

資
料
・

方
丞

考
に

つ

い

（
ば

攜

福

ボ
ヌ

訓

　

　

譱
史
上

の
’

聞
陶
り

〜

 
」

（

訓

派
認
ど

剖

餐
紫
ハ

翰

　

　
以

稗
）

菰

照

註

21
春
日

政
滄

「

薯
本

金
巻

畷

最
勝
王

縫

古
点
の

画
譜
学
的

　

　

駈
％

坤
匸

塑

パ

ー

殫

ぺ

　

　
　
　
　
　

2
　

　
　
　
　
　
　

2

諺
3．

平
楽
璽

蓍
店

、

訓

諱
法

華
饐

并
関
縮

」

に

よ
る

．

な
お
、

甲

　

　

例
番

号
 

〜
働

の

例
感
圃

に

あ
ゲ

る

乎
雪

晴
κ

初

期
点

本
の

　

　

諸
例
ど

同
’

箇
所
マ

あ
る
．

訓
ま
の

嬰
ハ

同

葦
応

襞
検
封
す
る

　

　

泌
蟹
斌

あ
ゐ
．

註

久

註
／

の

拙
萄
参

照

註
よ

解
読

文
於

己
に

公
表
さ

れ

た

初
期

点

変
懲
秤
の

亦

量
ぱ
、

決

　

　
し

て

多
く

ぽ
な
い
、

こ

れ
だ
け
の

翻
査
可

ぱ
、

勿

論
哲
命
と

　

　
ぽ

い

え
な
い

艀
、

全

疼
が

ら

歴
用

例
を

藝
旦

し

後
の

で
、

　

　

謄
論
の

犬
愈
召

に

ぱ
髪

れ
程

影…

饗
厨
な

い

些
恩
う。

　

　
ぼ
v

お
、

こ

の

よ

う

な

例
は
罷

碓…
帰
に

多
い

と

い

う、
訳「
び

ぱ
な
い
切
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景

謄
王

経

全

＋
巷
乏

遁
じ

て

圦
上

に

示
レ

た
の

次
全

部
で

あ

　
　
る
．

だ

が

ら
、

「

名

〜。
」

の

文
を

い

つ

も
必

ず

こ

の

よ

ラ
に

　

よ
む

と

い

う
の

で

o
な

い
。

た
だ
し
、

こ

の

よ
う

ば

よ
謀
類

　
　
た
の

嶼
旧

は
臥
上

お

よ

び

以
丁

の

例
に

示
す
と

お

リ、

明
ら

　
　
か
に
割

鼬

め
ら
れ

る
．

註

6．

中
田

祝

悉
孕
の

学
会

発
表
争

リ
ン

ト
に

よ
る
．

肄一
7．
註

1

の
拙」

稿
拡
−

照

趁

茜

　

♂
ロ

ー
ピ

と

い

う
文
の

訓
読
に
つ

い

て
．

直
傍
管
閲

見

を
の
べ

た

へ
は

こ

丸
ま
で

い

な

い

が
．

春
日

政
右
博
て

ぱ

丿
把

人
弄
本

金
％

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

明

整
吩

王

経
古

派
の

園
語

学
的

婁
」

鞍

で
「

有
−

る
日

ー
，

」

の

文
に

つ

い

て、

　
衷
に

諱
方
の

足
型
に

つ

e
て

で
あ

ゐ

択
．

画

7
精
膚
の

原
文
ぱ

同
一

樶
射

に

鐸
万
於

園
足
し

て

ゐ
ゐ

杁
と

見
る

と
．

さ

う
乙

は

な
い

。

’

例
で

ぱ
あ
る
艀
、，

必

す
し

も

《

瞬
に

王

舍
k
威

丘
へ

は
L
ら
）

の

箸
籥
彦
訶
薩
の
．

名

を
成
炉
幢
・

邑
ふ

礫
す

。

　
♪
八

・

苑

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　　
ロ

遐
去
に

王

肩
（

」
）

キ
。

金
罷
五

ど

名
つ

キ

　
七

死

i
五

　

　
　

　

　
　
　

　へ
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

す

箸
男
子
、

瞻
蠶
潜
」

后
を

〔

巳
金

勝
μ

じ
ゅ

八
彡

．

二

馨
触

毳
し
・

瑠

奄
羅
尼
を

質
ゲ

ゆ
）

て

響

藻

と

O
凾

す

一
二

回

ノ

・
ス

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
す
　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

ト

（

諺
〕

此
ヨ
リ

象
方
に

％
明
霤
王

肩

リ

阿
届
多
と

名
（

つ
）

ク
。

　
’
二

囮

ノ

’
二

右
の

数
例
ば
．

原
又
に
彦

げ
る

7

肩
」

っ

危
」

フ

函
」

蠍

頭
匪

の

三

望
輝

罔
’

位

覆
に

あ
る

岡
宿
横
の

文
で

あ
る
の

に
、

訓
譁，

ゐ

文
に

旌
て
、

こ

の
三

藷
の

所
在゚

幕「
々

鱗
彡
O

あ
る
の

を

見

　

て
、

如
何
に

諱
方
加
多

虐
で

あ
ろ

船
左
知

る

で

あ・
り
う
へ

傍

旅

門
前
」

と

の

べ

わ
れ
た
。

ま
后
、

中
田

禅
天

碍
士
も

珊
和
矣

子

大
で

，

へ

田
和

37
・

11
・

10
）

芒

6
の

7 。

リ
ン

ト

蓊
尊
に

し
（
，

春
6
濾

士
の

説
を

う

け
て

初
期
の

訓
法

鯉
一

定
レ

て
e
な

e

こ

と

の
’

例

ソ

匸
て

説
明
さ

れ

葎
よ

う

薨
億
す
る
．

し

か

レ
．

爪
編

に

の
べ

た
ゴ

と

く
反
覆
形
と

じ
一
2
昆

氾

か
ら

改

た
め
て

見
な
お
せ

俸
、

前
阿

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

〃
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、
迩
の

榔
く

友
覆
を
す
る

傾
向
厨

あ
る
ど

い

え

る
と

思
ラ

，

量
詔

2
）

の
で

砲

残
覇
鬱
頃

例
を

あ
げ

萇
、

中
田

况

蓊
て

−

古

点

　
‘

本
ゐ

國
語

学
鼬

要
諱
≧

篇
匸

の

十

輪
程
の

謬
文
中
、

釜
の

平

妥
脅
κ

後
象〜
の

魚
瓜
ど

の
比
兪
杁

上
、

券一
田

に

暇
つ

て
こ

艇
攻

殊
に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ラ
　
　

フ
　

　
　

ラ

用

塑
乞

禰
な

う
と
・

倒
の

挙
η
・

瑠
以
癶
に

も
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

じ
　

　

　
　

ど
　
　
　
　

　

く

ラ
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

　

”

壬

の

翫
を

ぱ

勝
庫
ど

い
か

キ
．

∬　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
ツ

カロ
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

か

瞬
に

彼

三
の

大
な
ろ

丘
、

虞
・

汁

肩
へ

り
）

き
，

名
陣
謁
−

　
籥

婆
と

い

ひ

（

き
）

．

励

莠
人

還

蓬
（

り
）

て
（

芭
夜

券
に

巍
．

（

↓

ζ
大

羇
の

書
」

・

葱
刀

蝿
曁
い

邑

ウ

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　

　
　
　

　
　
　

　

　

　
ロ

　
ル

励

介
（

の
」

婚
．

亠

復
．

穴

鬟
（

の
）

毋

有
（

り
）
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
は

驢
腰

　
ロ
ン

　

　

　

　

　
O

　

歯
ど

い

ふ

ウ酬

又
，

巻

男
子、

僑、

園
壬

循
（

2
き

。

名

を
趣

樋
微

ど

O
ふ

と

な
る
，

崟

逡
四

の

用
例

畠
吻

甓
び

吻

茘
働

蘯

架
蔵
彪

蔵
十
瀚

響
呵

卑

安
爵
飼

後

餐
と

ぐ

わ
、

へ

る
と
．

丿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

避

ノ

詰
吾

男
手
、

月

往
唖

煮
に

袈
菌

皇
肩
（

し
）

ぎ
。

梵
綬

捌

ぐ　
（

2
き

。

一

繋
羅
に

動
（

し
）

て
、

天
裹
壬

有
淫
、

者

髫

　

と

名
（

グ
）

〈

つ磁

《
爵
、

復
、

大

羅
利

冊

肩
（

り
4

，

髪
鱒

髪
・

名

3
く

）

．

り
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　　

　

恕

《
府
、

復
、

夫
羅
剃
留

肩
（

り
4

　

刀

斂
ロ
（

と
）

名
（

ブ

＜
） ．

賀

　
　
“

力

王
を
は

勝
庫
と

牙
（

し
）

き

く

譯
に

餮
い
・

（

・

査
獲
の

礬
（

り
）

き
・

蓼
婆

創

（　

（

け
）

き
。

ノ健

笈
）

夜
分
に

蕃
）

て
、

丞

薪
の

冊
有
蜜

。

刀
劔

齦

剤

引

ノ

ク馳

余
時
、

復
、

大
罹

刹
毋
有
（

リ
） 。

箙
蘇
薗

と

名
（

ッ

く
）

．

澱
ヌ

毒
男

テ

昔
国
王

有
（

↓
。

超
禰
電

劉
・

と
な
の
、

こ
れ

に

よ
っ

て

も

灰

覆
形
叭
わ
衷

詭
形
へ

の

友
娼

烟

判

る。
　

　

　

　

　

　−

：
（

軸

解
鐸

誌
醜

）

：
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